
JP 2014-148571 A5 2015.12.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【年通号数】公開・登録公報2014-044
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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、本発明に必須ではないが、接続ライン１５ａは、接続ライン１５ａ内の温度分布
の均一性を高め、また、接続ライン１５ａ内を流れる中間組成物（後述する）による接続
ライン１５ａの閉塞を抑制できるという点で、混合手段を備えることが好ましい。混合手
段は、冷却効率を高めるという点で、接続ライン１５ａの下流側部分、即ち、第２の反応
装置２０の第１の供給口２１ａに近い側に備えることが好ましい。混合手段としては、例
えば、スタティックミキサー、動的混合機などが挙げられ、なかでも、スタティックミキ
サーが好ましい。スタティックミキサーは、駆動部を要しないミキサーであり、接続ライ
ン１５ａに任意の適切な態様で設けられる。例えば、図１～２においては、接続ライン１
５ａの下流側部分の内部の適切な位置にスタティックミキサーが挿入されていてもよいし
、接続ライン１５ａの下流側部分の一部または全部を、ラインを形成するスタティックミ
キサーで置換してもよい。図３においては、接続ライン１５ａの下流側部分（冷却器４０
が存在する場合にはそれ以外のライン部分）の内部の適切な位置にスタティックミキサー
が挿入されていてもよいし、接続ライン１５ａの下流側部分（冷却器４０が存在する場合
にはそれ以外のライン部分）の一部または全部を、ラインを形成するスタティックミキサ
ーで置換してもよい。スタティックミキサーとしては、例えば、スルーザー・ケムテック
社（Sulzer Chemtech Ltd）製の「スルーザーミキサー」等が挙げられ、例えばＳＭＸ型
、ＳＭＩ型、ＳＭＶ型、ＳＭＦ型、ＳＭＸＬ型等のスルーザーミキサーが使用され得る。
重合開始剤タンク１７がポンプ１９を介して接続ライン１５ａ上に接続されている場合に
は、重合開始剤タンク１７に接続された供給ライン１５ｃと接続ライン１５ａとの合流部
の下流側部分に混合手段を備えることが好ましい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　ジャケット１３および２３は、反応装置１０および２０のそれぞれについて略全体を覆
っており、熱媒供給路（図示せず）から蒸気、熱水、有機熱媒体などの熱媒を導入するこ
とにより、反応装置１０および２０を、適宜加熱または保温する。ジャケット１３および
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２３の温度は、供給される熱媒の温度または圧力によって、適宜調節することができる。
ジャケット１３および２３内に導入された熱媒は、熱媒排出路（図示せず）から除去され
る。また、ジャケット１３および２３の温度や圧力は、熱媒排出路上に設けられた温度セ
ンサ（図示せず）などのセンサによって検知される。温度センサなどのセンサの配置箇所
については、特に限定されるものではなく、例えば、熱媒供給路上や、ジャケット１３お
よび２３内であってもよい。図２において接続ライン１５ａに冷却手段として備えられる
ジャケット１６、ならびに存在する場合には原料モノマータンク２および／または補充ラ
イン１５ｂに温度調節手段として備えられるジャケットは、これらジャケット１３および
２３と同様の構成を有するものであってよい。図２の実施形態を限定するものではないが
、典型的には、接続ライン１５ａは二重管であってよく、内側管の内部空間が中間組成物
（後述する）の流路となり、内側の管と外側の管との間の空間は熱媒の流路（ジャケット
１６）となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　重合開始剤は、生成する重合体（ポリマー）組成物や使用する原料モノマーの種類に応
じて選定される。例えば、本発明を特に限定するものではないが、重合開始剤（ラジカル
開始剤）は、重合温度での重合開始剤の半減期をτ（秒）とし、反応装置での平均滞留時
間をθ（秒）として、τ／θ（－）が、例えば０．１以下であり、好ましくは０．０２以
下であり、より好ましくは０．０１以下であるものを使用できる。τ／θの値がかかる数
値以下であれば、重合開始剤が反応装置内で十分に分解（ひいてはラジカル発生）し、重
合反応を効果的に開始させることができる。また、重合開始剤が第１の反応装置１０内で
十分に分解されるので、接続ライン１５ａ内で重合開始剤が分解して重合を開始すること
を効果的に低減でき、この結果、中間組成物が接続ライン１５ａを通る間にその粘度が上
昇したり、中間組成物によって接続ライン１５ａが閉塞されたりすることを効果的に回避
することができる。
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